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一レ タ ー
研究 と臨床現場 とのつなが り:ハ ーバー ド公衆衛生大学院の現状
西 原 玲子*・ 早 川 和 生**・IchiroKawachi*
要 旨
客員研 究員 としてハーバー ド公衆衛生大学院 で1年 間研究活動 を行 い、世界 トップ レベル の研究機
関、教育機 関であ り続 けるた めには各 々の研 究者、教育者 、医療者 の頑 張 りだ けでは説明で きない、
コラボ レー シ ョンの文化 が非 常に行 き届い てい ることが実感 され てきた。研 究に軸足 を置 くこ とと、
臨床家 として現場の第一線で 日々活躍す るこ ととの双 方を同時に成 り立 たせ るこ とが難 しいなか、
各 々の力 を発揮 し高 め合 ってい くために どのよ うな仕組 みが特徴 的なのかについて、ハ ーバ ー ド公
衆衛生大 学院 の教育の特徴 的な側 面 と、本大学院 が行 っている コホー ト研 究活動 の中で も最 も大 き
なもののひ とつであ る、theNurses'HealthStudy(NHS)の 研究活動例 を挙げて、筆者 らの見聞 した
範 囲で報 告 したい。
キー ワー ド:教 育、公衆衛 生学、共同研 究、臨床研究
1.ハ ーバー ド公衆衛生大学院の概要
1.位	置、 これまでの業績
ハーバー ド公衆衛生大学院の設立は1922年 で、
米国で最初 の公衆衛生大学院 トレーニングプ ログ
ラムである。メデ ィカルエ リア と呼ばれるボス ト
ンの中でも複数 の教育機 関(ハ ーバー ド医学校、
ハーバー ド歯科 医学校等)、病院(ブ リガム ・アン
ド・ウィメンズ病院、ダナ ・ファーバー癌研 究所、
ボス トン小児病院等)が 集まってい るエ リアに位
置す る。学部は疫学、環境衛生、栄養、遺伝、感
染症、国際保健、健康政策マネジメン ト、社会疫
学等か ら成 り、これまでの著名 な活動 としてHIV-2
ウィルスの発見D、 トランス脂肪酸 と植物性油の
健康への影響の違いの発見2)、 世界保健機 関 と世
界銀行 との協働による 「GlobalBurdenofDisease」
レポー トの作成、病院における医療事故 と予防可
能な医療過誤の包括的な 「患者安全運動」を初め
て推進 し 「ToErrisHuman」 レポー トに寄与 したこ
となどが挙げられ、ノーベル賞受賞者を2名 輩出
している。
2.科 目履修制度
フル タイムの大学院生でなくても本大学院の授
業を受けることができる機会があ り、夏に開催 さ
れるサマー コースプ ログラムは、メディカルエ リ
アのみな らず各国か らも医療者 が受講 しにきてい
る。このサマー コースの一般的 な授業時間数 は、1
日2時 間 を週に5日 、 これが3週 間で1つ の授業
科 目となることが一般的であ り、普段は病院で働
いている臨床家が この期 間、休暇 を使って受講 し
に来 るとい う場合 もある。職種 としては医師が多
くの割合 を占め、看護師、検査技師など様々であ
る。また、ハーバー ド医学校 は附属病院を持たな
いが、周辺に教育病院をいくっか持ち、そこの病
院のフル タイム従業員であれば、科 目履修生 とし
て通常のセメスターに授業を受 ける機会が設 けら
れている。 これによ り、必要時には最新の方法論
や トピックをア ップデー トすることが可能 となる。
3.教 育 と研究の質 を高めるための授業形式
疫学、生物統計は多 くの学部で基礎的学問 とし
て必須 となってお り、これ らの授業の多 くがラボ
の時間を設 けてい る。ラボの時間とは、院生が実
際の研究データを用いてSASやSTATA、Rを 使っ
て統PI解 析 を自ら行 う機会である。本大学の教官
は 自らの研究活動において も世界的に著名な活動
を してお り、教育の質を高めるために大きな役割
を担 ってい るのがテ ィーチ ング ・アシ スタン ト
(TA)で ある。TAは 主に博士後期課程の優秀 な
院生であ り、科 目によってはラボを担 当した り教
官のスーパーバイ ズのもと宿題等の採点を行 うこ
ともあ り教官 と連携 して授業を担当している。受
講生にとっても、授業前後 に気軽に疑問点を聞 く
ことができる大変貴重な存在である。教官、TAと
もにオフィスアワーを設けてお り、オフィスアワ
ーの予定がシラバスに公開 されている。
*ハーバー ド公衆衛生大学院社会人間開発健康講座**大 阪大学医学系研究科保健学専攻総合ヘルスプロモーション科学講座 
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さらに本大学院教育の特徴の一つに、授業科 目
の幅の広 さが挙げ られ る。基礎的な疫学に関する
授業だけでも、臨床の医療者 向けの統計学、生物
統計学者 向けの生存分析 など1セ メスターに10以
上の様 々な レベル と分野に分かれた授業が用意 さ
れている。多様な学問分野のひ とつに社会疫学が
挙げ られ、1セ メスターにおける一連の授業 とし
て開講 されてい る。 日本 においても近年ますます
活発 に研究 されてお り3,4)、社会経済的要因、経済
格差、地域差が健康 に与 える影響 として米国にお
いて も非常 に注 目されている トピックである5'6)。
また、統計を専門とする者 のための分子生物学や、
逆に遺伝学 を専門とする者 のための生物統計 など、
異なる分野同士をっなげる触媒 としての授業が用
意 されてい る。大学院内に幅広い専門性 を包括す
ることで異なる分野同士のコラボ レーシ ョンが生
まれ 、新 しい分野が誕生す ることが伺 えた。
写 真1.Dr.GarrettFitzmauriceによ る 縦 断研 究 分 析

に つ い て の授 業 の様 子

1.コ ラボ レー シ ョン を支 え る もの
1.TheNurses'HealthStudyの	概 要
NHSはDr.FrankSpeizerによ り創設 され た疫 学
コホ ー ト研 究 であ り、1976年 に全 米 の約12万 人
の看護 師 を対 象 にア ンケー ト調査 が実施 され た後 、
2年 ご とに生 活習慣 等 に 関す る調査 が行 われ て い
る。35年 に わた る前 向 き大規模 コホ ー ト研 究で あ
る。 これ ま でに血液 サ ンプル の 収集 、癌 を発 症 し
た者 に対 しては 、癌 細胞 を収集 す るな ど、 ア ウ ト
カ ムデー タ として様 々 な生体 情報 も集 め られ て い
る。 さらに、NHS参 加 者 の次の 世代 を対象 とした
NHSIIが1989年 か ら始 ま ってお り、現在 はNHSIII
を募集 して い る ところで ある。看 護 師 を対象 とす
るこ とで、服 薬や 疾患 な どに 関 して正確 な情 報 を
得 ることができ、看護師の勤務体制 と健康 との関
連や、乳がんなど女性 に特有の疾患に関す る示唆
を得 ることができるとい う利点がある。
2.デ	 ー タの公 開
NHSは 米 国 のNationalInstituteofHealth(国 立衛
生研 究所)等 か らの研 究助 成 を、 主任研 究 者 らが
獲 得 す る こ とで運 営 され てお り、本 コホー ト研 究
に興 味 の ある者 は一 定の倫 理規 定 を ク リア すれ ば
ア クセ スが可 能 で ある とい う点 で 、非 常に オー プ
ンな コホー ト研 究 で あ る。 これ に よ り、多 くの 臨
床 家 が大規 模 コホー トの ア ンケー ト結果 の み な ら
ず 生 体組織 の分子 学的 なデ ー タを もとに、 自身 の
リサ ーチ クエ スチ ョン を検 証 し、新 た なエ ビデ ン
ス を提 示 して きた7'8)。メデ ィカル エ リア を中 心 に、
世 界各 国 か らの研 究者 も加 わ り、年 間約100の 論
文 が執 筆 され てお り、 非常 に価 値 の高 い コホー ト
研 究 で あ る。 デー タア クセ ス がオー プ ンで ある こ
とによ り、 コ ラボ レー シ ョンを促進 し、研 究効 率
を促 進 して い る こ とが考 え られ た。
3.多 様 な研究者 が集 うミーティング
NHSの リソースを用いた研究論文は、定期的に
開かれ るNHSミ ーテ ィングで必ず査読 を受ける
ことになってお り、研究の質が担保 されている。
この ミーティングではコホー トの設立者 であるDr.
Speizerを 始 め と し、看 護 師 で あ るDr.§usan
Hankinsonな どNHSに おいて中核的な役割 を担 う
シニア研究者数名が、若手研究者(も しくは臨床
の医療者)の 研究結果をチェ ック し、その場でフ
ィー ドバ ックをす るといった若 手研究者に とって
は非常に有意義な場 になっている。無論、若手に
限 らずNHSを 用いた全ての研究はNHSミ ーテ ィ
ングで発表 しなければな らない。 さらに、NHS運
営組織による統計解析プ ログラムのレビュー と論
文の査読を経 た後にはじめて学術雑誌への投稿が
可能 となる。大規模 コホー ト研究を運営す るため
には、デー タ整理を専門 とす るプログラマーや生
体情報の管理者な ど非常に多 くの人材 を必要 とす
るため、大規模な研究助成が必要 となる。研究助
成の更新 と新たな研 究助成獲得のためにもNHS
を用いた研究 が質の高い科学的エ ビデ ンスを提示
し、NHSの 社会的価値を高めることが非常 に求め
られている。研究の質を保つための組織立った査
読システムがあるか らこそ、多様 な研究者 の参入
を可能に していると考え られた。 
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皿.お わ りに
臨床現場の医療者 が自らの活動の中で見えてき
た リサーチクエスチ ョンを検証するためには、時
間的な制限があるため、効率よ く他の専門家 と協
働 して研究に当たるこ とが必要 となってくる。 柔
軟なコラボ レーシ ョンを行 ってい る例 として、ハ
ーバー ド公衆衛生大学院における研究活動の例 を
挙げたが、全てにおいて上手 くいっているとい う
わけではなく、試行錯誤 しなが ら活動 しているシ
ステムもある。例えば、HarvardCatalystは ハーバ
ー ドコミュニテ ィの全ての研究者や臨床家に、研
究助成の申請、倫理規定、研究プロ トコールの査
読、統計分析方法の教育、 コラボ レーターのマ ッ
チング等に関 して無償で相談サー ビスを提供 して
いるが、研究支援活動の実績 としてはまだ十分で
ない との評価もある。
コラボ レー ションをするにあた り何が重要かに
ついては、研究分野によ り異なって くると考 えら
れるが、疫学研究 に関 して言 えぱ、様々な専門性
と経験を持った者が集い新たな発想 を生み出せ る
機会 をオープンに持っていることが重要であると
考え られた。 医療において専門分化が進む 中、 ど
のように異なる分野同士のつなが りを持 ち複雑化
した研究課題 に対応 してい くか、今後の行方に注
目したい。 
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